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はじめに ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

『ＧＰＳを用いた盛土の締固め情報化施工』は、情報化施工
に関する施工管理ツールの一つです。

◆ TSによる出来形管理技術（ 河川土工 道路土工）
◆マシンコントロール(MC)技術（モータグレーダ）

◆TSによる出来形管理技術（舗装工）

◆ 盛土の捲き出し厚さ管理技術 ◆ 加速度応答による締固め管理技術
◆ ＴＳによる路盤工の出来形管理技術 ◆ その他

一般化推進技術

◆マシンガイダンス(MG)技術（バックホウ） ◆ マシンガイダンス(MG)技術（ブルドーザ）
◆ マシンコントロール(MC)（ブルドーザ） ◆ TS/GNSSによる締固め管理技術

既に実用化段階にあり、平成25年度の一般化に向けて普及措置を講じる情報化施工技術

技術の適用性は確認済みであるが、引き続き実用化に向けて検討が必要な情報化施工技術

技術の適用性・効果の確認とともに、作成した施工管理要領（案）等の妥当性確認が必要な情報化施工技術

技術的検証や技術の活用方法、施工管理要領（案）の作成等、更なる検討が必要な情報化施工技術

実用化検討技術

確認段階技術

検証段階技術



システム構成（RTK) ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

GPS（GNSS)は基地局を設けたRTK（リアルタイムキネマティック）機能



システム構成（トータルステーション) ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



品質規定方式から工法規定方式へ ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

工法規定方式

事前の試験施工によって、規定の締固め度が得られる締固め回数を確定する。
ＲＴＫ－ＧＰＳで得られる高精度の位置情報を利用して、締固め機械の転圧回数を
リアルタイムに管理する。

ＧＰＳ転圧管理システム 『 ＧＰＲｏｌｌｅｒ 』

品質規定方式

締固め後の現場密度を直接計測し、
盛土の品質を締固め度で管理する。

ＲＩ計法、砂置換法

ＲＩ計法：放射線技術を利用し、土の密度や水分量を測定する非破壊検査手法

砂置換法：ある一定の穴を掘って、この穴に予め検定して密度の知れた砂を
流し込み、穴に入れた砂の重さと掘り取った土の重さを比較して
密度を求める方法。



工法規定方式の効果 ① ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

①盛土全面の管理による品質の向上
品質規定方式での、ＲＩ計法や砂置換法は広い面積を点の測定値で

代表させていました。

ＧＰＲｏｌｌｅｒでは転圧回数の管理により、面的に捕らえることができます。

品質規定方式による点での管理 工法規定方式による面での管理



②適用可能な土質条件の拡大（岩まじり土への適用）
従来の点での管理から面での管理に変わる事により、岩まじり土への適用が
可能になります。

③締固め状況の早期把握による工程短縮
転圧回数毎の色が表示される事によって、即座に転圧状況が把握でき、
次層盛土への迅速な移行が実現します。

④締固め回数の管理による転圧不足の防止
オペレーターは車載パソコンのモニターで、色によって転圧回数を把握でき、
転圧不足の防止になります。

⑤オペレーターの省技能化
オペレーターの熟練度に関係なく、モニターで転圧回数を把握出来るので、
オペレーターによる品質差もなくなります。

工法規定方式の効果 ② ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



計画・準備フロー ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

① 施工計画書作成

ＴＳ・ＧＰＳを用いた盛土の締固め情報化施工管理要領(案)に基づき作成

② 盛土材料の試料採取

路体盛土材料の試料採取
路床盛土材料の試料採取

③ 転圧回数の決定

路体盛土（最大乾燥密度の85％）
路床盛土（最大乾燥密度の90％）



締固め回数管理に必要な管理・確認項目 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



施工計画書作成 ① ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



施工計画書作成 ② ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



施工計画書作成 ③ ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



施工計画書作成 ④ ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



盛土材料の試料採取 （路体） ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

最大乾燥密度の85%



盛土材料の試料採取 （路床） ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

最大乾燥密度の90%



転圧回数の決定 （路体） ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



転圧回数の決定 （路床） ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



作業フロー（標準仕様） ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

① 現場事務所で施工エリア等の設定をする

③ ローラーによる転圧

② 初期設定をローラー側ＰＣへ出力

転圧範囲エリア
締固め幅

締固め判定方法
オフセット

転圧回数色分布図
走行軌跡図



転圧範囲エリアの作成 ① ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

横断図から転圧範囲のポイントを算出

路体

路床

路体厚30cm、路床厚20cmのラインを各測点の横断図に引き
各層ラインの左右ポイントから道路センターまでの距離を算出し、
各層の平面図を作成します。



転圧範囲エリアの作成 ② ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

平面図の作成
横断図から転圧範囲のポイントを算出したデータを平面図に作図し、
座標化していきます。

路体１層目 路体７層目 路体１５層目



横断・平面図により求めた各層の座標を入力し、各層の施工エリアを設定します。

転圧範囲エリアの作成 ③ ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



ソフト仕様 － 座標設定 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

旧日本測地系、世界測地系はもちろん！
現場任意座標などにも対応できます。



ソフト仕様 － ＧＰＳオフセットと締固め幅の設定 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

締固め位置は、荷重輪ですが、実際に位置計測を行なっているのはＧＰＳの取付位置です。
その為、ＧＰＳから荷重輪の中心位置までのオフセットを行い、ロール幅を設定することで、
転圧位置を算出します。
起振信号を取り込む事で、起振して転圧した時のみ転圧と判定します。
また、後進信号を取り込むことで、前進・後進を判定します。

オフセット設定画面 前後進の判定は後進信号を取込むことで判定します。
後進信号を取込んでいない場合は、
停止時から最初に動いた方向を前方と判定します。

2軸の場合、

前後進の転圧判定場所が指定できるj

ＧＰＳアンテナと前後輪
の中心までの
距離を入力



ローラー側 設置例 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

後進信号・起振信号

後進信号・起振信号は電圧（ＤＣ１２ＶｏｒＤＣ２４Ｖ）を取り込みます。
※後進・起振状態は、重機の電圧からシステム側で判定します。

◎後進信号は機械のレバーを後進に入れた時に、電圧（ＤＣ１２ＶｏｒＤＣ２４Ｖ）
がＯＮになる場所から電圧を取り込みます。
通常は、バックブザーの電圧を分岐します。

◎起振信号は機械の起振をＯＮにした時に、電圧（ＤＣ１２ＶｏｒＤＣ２４Ｖ）が
ＯＮになる場所から電圧を取り込みます。
通常は、レバーの起振ＯＮスイッチなどから分岐します。



ソフト仕様 － 締固め判定方法 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

管理ブロックサイズは、国土交通省の基準値０．５ｍ正方形はもちろん、
０．１０ｍ～５ｍまで設定可能です。
（小さい管理ブロックサイズを適用する場合は、監督職員の確認が必要）

※管理ブロックとは、オペレーターが締固め完了部分と未締固め部分を
見分けるため、締固め範囲を正方形のメッシュに分割し、車載パソコンの
モニターに表示するものです。

管理ブロックを締め固めたと判定する方法は、
管理ブロックの四隅の１点あるいは１辺を締め
固め機械が通過すると、そのブロックを締め固
めたと判定する方法です。
（管理ブロック四隅の１点判定方法）

管理ブロックサイズ＝０．５ｍ
締固め幅＝２ｍ（図の太線幅）
■締め固めたと認識されるブロック



ソフト仕様 － ＤＸＦ読込み ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

転圧エリア背景に現場平面図のＤＸＦファイルを貼付けることで現場状況を
分かりやすくする事が可能です。



基準局側 設置例 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

ＧＰＳアンテナ・無線アンテナ

ＧＰＳ受信機・コントローラー
無線・電源関係



ローラー側 設置例 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

ＧＰＳアンテナ

車載モニター

無線受信アンテナ

GPS受信機・電源ユニット



ローラー側 機材接続図 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ



システム必要機材（RTK) ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

①パソコン（モニター含む）
ノート・デスクトップどちらでも可
ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ以降
ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅢ５００Ｈｚ以上
メモリ：５１２ＭＢ以上

②記録メディアリーダー（ＣＦカードリーダーなど）
③カラープリンター

事務所

①ＧＰＳ受信機（２周波ＲＴＫ対応機）
②ＧＰＳアンテナ（ケーブル含む）
③ＧＰＳ電源ケーブル
④データ通信ケーブル
⑤ＧＰＳモデムケーブル
⑥無線受信機（ケーブル含む）
⑦無線受信アンテナ（ケーブル含む）
⑧電源/インターフェイスユニット
⑨ケーブル各種
⑩パソコン架台
⑪パソコン⇒Ｐａｎａｓｏｎｉｃ ＣＦ－１８／１９
⑫TS・GPS転圧管理システム（ＧＰＲｏｌｌｅｒ）
⑬記録メディアリーダー（ＣＦカードリーダー等）
⑭記録メディア（ＣＦカード等）

ＧＰＳ移動局
（ローラー側）



システム必要機材（トータルステーション) ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

①パソコン（モニター含む）
ノート・デスクトップどちらでも可
ＯＳ：Ｗｉｎｄｏｗｓ ＸＰ Ｐｒｏｆｅｓｓｉｏｎａｌ
ＣＰＵ：ＰｅｎｔｉｕｍⅢ５００Ｈｚ以上
メモリ：５１２ＭＢ以上

②記録メディアリーダー（ＣＦカードリーダーなど）
③カラープリンター

事務所

①全周プリズム
②無線受信機（アンテナ・ケーブル含む）
③電源/インターフェイスユニット
④ケーブル各種
⑤パソコン架台
⑥パソコン⇒Ｐａｎａｓｏｎｉｃ ＣＦ－１８／１９
⑦TS・GPS転圧管理システム（ＧＰＲｏｌｌｅｒ）
⑧記録メディアリーダー（ＣＦカードリーダー等）
⑨記録メディア（ＣＦカード等）

ＧＰＳ移動局
（ローラー側）



ローラー施工時画面 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

現在地がリアルタイムで表示され、転圧回数で画面上が色分けされます。

オペレータは、画面の色を確認しながら
規定回数の色になるまで転圧するだけ

です！



簡単操作 ローラー側 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

施工範囲を選択

記録を終了します

記録が終了すると
自動的にメモリー
カードにデータが
コピーされます。

新規の層 ｏｒ 継続作業選択
記録開始ボタン

を
押します

施工が完了したら
記録終了ボタンを押します。

画面で転圧回数色を
確認しながら施工



ソフト仕様 継続作業 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

作業を中断した場合、その時点の施工データを保存し、再開時に保存した
データを呼び出して作業を継続する事ができます。

計測記録開始時に、『継続作業』を選択します。
継続作業の場合は、前回終了時点までのデータを読み込んで、画面上に表示される
ので、その続きで作業を行うことができます。

前回終了時点までのデータが表示されるので、
その続きで作業を行います。

継続する作業を選択



簡単操作 ローラー側 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

施工時の画面表示方向を任意で設定することができます。
自動切換にしておくと、オペレータは常にヘディングアップで施工を行うことができます。



ソフト仕様 － ＦＩＸ解でのみ転圧判定 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

ＦＩＸ解＝ＧＰＳの公称精度を満足する測位が可能な移動局側での状態の事です。
つまり、移動局側で水平方向約（±１ｃｍ＋２ｐｐｍ×Ｄ）／垂直方向約±（２ｃｍ＋２ｐｐｍ×Ｄ）の精度を実現している状態です。

ＦＩＸ解以外の場合には、画面上で転圧と判定しません。
※ＦＩＸ解以外で転圧しても画面上の色を塗りません。
精度の悪い状態ではデータに反映させません。

※ＦＩＸ解以外になった場合、
警告音を鳴らす設定もあります。

現在のＧＰＳ状況が画面に表示されます。



ソフト仕様 追尾している場合（ＴＳ）のみ転圧判定 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

現在のトータルステーションの
追尾状況が表示されます。

自動追尾型のトータルステーションを使用している場合は、追尾している状況以外では
転圧を行うことはできません。※追尾していないと座標が取得できない。
その場合、トータルステーションの追尾状況が画面に表示されるので現在状況が確認
できます。

※追尾をロストした場合、
警告音を鳴らす設定もあります



簡単操作 現場事務所側（帳票出力） ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

現場事務所ＰＣでローラーで計測したデータを
メモリーカードから読み込みます

その日転圧したデータを選択し、
出力する事が出来ます

選択したデータを
再現します

転圧回数色分布図

走行軌跡図

再現で表示されたデータを
プリントアウトすると帳票が
印刷されます



ソフト仕様 データー再現 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

現場事務所で過去の施工データを再現することができます。

再現するデータファイルを選択します。

データが再現されます。



ソフト仕様 帳票出力 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

転圧回数色分布図



ソフト仕様 － 帳票出力 ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

走行軌跡図



メリット・デメリット ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

転圧管理システムを使用するメリット

1．転圧箇所のどこを何回転圧したかが即座に把握できる。

2．転圧した箇所が把握できるため、サイクルタイムが早くなる。

3．GPSで行うと天候に左右されず、施工が可能。

4．施工日ごとに帳票で管理するため、日々の転圧状況がわかりやすい。

5．各層毎に帳票を整理する事で転圧完了の確認が容易にできる。

6．日々印刷・整理する事で、検査時の資料が出来上がる。

7．最初に1・2回説明を聞くと取扱いは容易にできる。

10．GPS管理で行うと、基地局の費用を隣接工区と分担できる。

8．現場密度試験を省略でき、次層への施工がスムーズになる。

9．オペレーターの熟練度に左右されない。



メリット・デメリット ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ

転圧管理システムを使用するデメリット

1．TSで行うと天候に左右される。

2．TSで行うと、不陸によりローラーが跳ねると追尾できない場合がある。

3．機械設備を施工日毎、ローラーまで運び、取付を行わないといけない。
また、作業終了時も取外し室内に保管する必要がある。

4．毎回データの取り込みを行わないとデーターが上書きされてしまい、
前日どこを転圧したかがわからなくなる。

5．各層ごと転圧エリアの座標値が必要となる。

6．転圧エリアの変更等があると、その都度データの修正が必要である。

7．コストが高いため、大規模な現場でないと使用ができない。



NETIS登録済みシステム

今回使用した、 GPROLLERは、NETIS登録工法です。

TS・RTK-GPSを用いた転圧管理システム（GP-Roller）
登録No： TH-100008-A

NETIS登録済みシステム ＧＰＲｏｌｌｅｒＧＰＲｏｌｌｅｒ




